



































たらした。2004 年 4月から 2005 年 3月まで修
士課程、2005 年 4 月から 2007 年 3 月まで博士
課程に籍を置き、修士（都市情報学）、博士（創
造都市）の学位を取得、2007 年 3 月に29 年間
勤務した書店を退職し、2007 年 4 月より夙川




















































































































































































































































2003 年 11 月 26 日である。なぜ日付まではっ
きり分かるかというと、ちょうどその日の朝日
新聞朝刊大阪本社版に私が書いたオピニオン記
事「関西の出版―デジタル化が再生のカギ」が
掲載されたからである。その日の夕方に開催さ
れた大阪市立大学大学院の説明会に出席し、北
先生と初めてお会いしたときに「その記事は読
みました」と言われた。そして、私がその記事
に「出版コンテンツ（情報内容）のデジタル化
という潮流は関西の出版界にとって好機である。
デジタル時代においては、東京を起点とした物
流より、出版者の編集の質そのものが問われる」
と書いたことに対して、地域性を論点に出すに
は無理があると一刀両断であった。 
 その日から今日まで、北先生からどれだけ多
くのことを学んだことだろう。どれだけの事柄
というよりも物の見方、考え方を学んだと言っ
てよいだろう。そして研究や教育だけでなく、
現場とのかかわりの中で考え、行動することの
重要性を教わったのである。 
 万巻の書を読み、デジタル・ネットワーク環
境にきわめて明るく、常に辛辣な論争を仕掛け
てくる北先生。大阪市立大学大学院退官後のご
活躍をさらに期待したいと、自称「愛弟子」（！）
の私は心から願うのである。 
 
 
